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1地域の子育て支援をすすめる

ノ

議
長
に
山
川
長
敏
氏

副
議
長
に
栗
原
洋
子
氏

平
成
幅
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
正
。
副
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
山
川
長
敏
氏
（
罰
歳
）
、
副
議
長
に
栗

原
洋
子
氏
（
露
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

、

ｑ
山
川
長
敏
氏

保育園･幼稚園のI１
０
６
０
１

保
育
園
は
、
保
護
者
に
保
育
が
で

き
な
い
事
情
〈
表
１
参
照
）
が
あ
る

と
き
に
、
代
わ
っ
て
お
子
ざ
ん
を
保

育
す
る
施
設
で
す
。

市
内
に
は
、
市
立
保
育
園
が
７
園
、

私
立
保
育
園
が
６
園
あ
り
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

園
児
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、

市
で
は
、
い
ず
れ
か
の
園
に
必
ず
入

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
我

孫
子
市
で
は
今
待
機
児
童
を
出
さ
ず
、
皆
さ
ん
の
入
園
希
望
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
、
保
育
園
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
で
も
へ
地
域
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の
多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

ぐ
栗
原
洋
子
氏

●
一
日
■
１
１
Ⅶ
川
削
Ⅲ
Ⅶ
Ｊ
０
４
Ｊ
■
ｑ
日
日
軋
画
■
・
１
１
１
‐
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■

1

園
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
改
善
や
保

育
士
の
配
置
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
、
待
機
児
童
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

●
産
休
明
け
保
育
（
緑
・
寿
。
湖
北

台
・
恵
愛
・
慈
紘
保
育
園
）

５
つ
の
園
で
、
生
後
諏
日
目
か
ら

の
産
休
明
け
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

ま
た
、
計
画
的
に
職
場
復
帰
が
で

き
る
よ
う
、
お
子
ざ
ん
が
生
ま
れ
る

前
か
ら
、
産
休
・
育
休
明
け
保
育
の

予
約
を
全
園
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
障
害
児
保
育
〈
全
園
）

お
子
さ
ん
の
療
育
効
果
を
高
め
る

た
め
、
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

統
合
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
表

１
の
基
準
以
外
で
も
入
園
可
）

＊
＊
＊

保
育
時
間
最
長
午
前
７
時
か
ら
午

▼麦1保育副入園基準

！
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

◎昼間､仕事(常勤。

パート・自営など）

を持ち、1日4時間

以上､月平均16日以

上働いている

。妊娠中まだは出薗＆

間がない

O病気または身体に障

害を有している

。長期にわたって病人

を看護している

。災害の復旧にあたっ

ている

。やむを得ない事情で

偏瘡ができない

後
７
時
（
土
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

休
園
臼
祝
休
日
、
年
末
年
始

保
育
料
前
年
分
の
所
得
税
額
に
よ

り
塗
要
二
人
目
か
ら
は
原
則
半
額
）

申
し
込
み
市
立
保
育
園
は
市
役
所

子
育
て
支
援
課
へ
、
私
立
保
育
園
は

各
保
育
園
へ
（
随
時
受
け
付
け
）

※
面
接
を
入
園
希
望
月
の
前
月
に
行

い
ま
す
。
（
要
予
約
）

關
常
の
保
育
以
外
に
型

■
｜
時
保
育
｛
つ
く
し
野
・
柏
鳳
・

慈
紘
保
育
園
）

パ
ー
ト
就
労
や
傷
病
、
出
産
、
冠

婚
葬
祭
、
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
の

解
消
な
ど
で
必
要
な
と
き
に
、
お
子

ざ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
の
生
後
６
カ
月
か

ら
就
学
前
の
児
童

保
育
料
３
歳
未
満
．
：
１
日
２
２
０

０
円
、
３
歳
以
上
・
・
・
同
１
０
０
０
円

（
半
日
利
用
は
半
額
）

■
国
産
開
放
（
市
立
保
育
園
）

親
子
に
園
庭
を
開
放
。
子
育
て
の

▼表2市内の保育園（12月1日現在）

園名■所在地'雷話園児数儒年齢
緑緑1-6-282-1059123人

寿寿1-13-1182-9552158人57日目一

市湖北台湖北台3-1-1688-2405106人

東あびこ東我孫子1-5-2283-3165.102人
一

畢漂霊:輯,鰯剃‘朋一
つくし野つくし野4-17-284-8822102人

湖北中峠142388-105962人9カ月一

布佐宝布佐231889-2744108人6カ月一

::謝鱒蝋職t$旧ョ
双葉新木野1-2-2888-066576人8カ月一

柏鳳中峠台30-988-333866人7カ月一

’
１
１
１
１
別
口
一
■
■
■
■
■
■
口
■

幼
稚
園
は
、
３
歳
以
上
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
入
園
で
き
る
教
育
施
設
で

す
。
（
入
園
は
、
満
３
歳
の
誕
生
日

の
翌
月
か
ら
）

市
内
に
は
、
私
立
幼
稚
園
が
、
園

あ
り
ま
す
。
（
表
３
参
照
）

●
預
か
り
保
育

園
児
を
対
象
に
、
通
常
の
保
育
時

間
の
前
後
や
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期

休
園
期
間
中
に
も
、
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

＊
＊
＊

保
育
時
間
各
園
で
異
な
り
ま
す

（
標
準
の
保
育
時
間
は
１
日
４
時
間
）

休
園
日
第
２
．
４
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
休
日
、
長
期
休
園
日
（
春
・

夏
・
冬
）

保
育
料
各
園
で
異
な
り
ま
す

情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
が
で
き
ま

す
。
育
児
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
毎
週
水
曜
日
（
緑
保
育
園
は

火
曜
日
）
午
前
９
時
弛
分
か
ら
ｎ
時

■
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
！
（
恵

愛
保
育
園
内
に
設
置
）

在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭

の
親
子
を
対
象
に
、
親
子
交
流
や
青

空
保
育
な
ど
の
行
事
の
ほ
か
、
電
話

幼

’ 稚
１
１
７ 眉

－

▼表3市内の幼稚園(いずれも私立）

園名所在地電話定員

めばえ白山2-7-584-1313400人

ひかり緑2-3-185-0415600人

若草中里51588-2026340人

湖北台湖北台8-10-288-1001480人

湖北白ばら湖北台5-2-188-2211160人

わだ布佐127589-1608240人

二階堂久寺家479-.’85-.'371200人

エーデル泉24-3284-4804320人

つくしのつく崎6-23-1084~3200360人

布佐台布佐184989-0231240人

■
親
と
子
の
育
ち
の
場

就
園
前
の
児
童
と
保
護
者
が
、
一

※
就
園
期
間
中
は
、
市
と
国
の
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
願
書
の
受
け
付
け
は
、

毎
年
ｎ
月
１
日
か
ら
各
園
で
（
入
園

案
内
書
の
配
布
は
、
月
喧
日
か
ら
）

に
よ
る
育
児
相
談
も
行
い
ま
す
。

会
員
制
で
、
登
録
は
無
撒
哩
月

１
日
現
在
で
、
５
７
８
家
庭
の
親
子

が
登
録
し
て
い
ま
す
。

、

ノ

｜
我
孫
子
網
羅
帥

／

園
児
以
外
に
も

我
孫
子
市
の
世
代
別
人
口
を
見

る
と
、
如
歳
代
と
釦
歳
代
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
若
い
世
代
が
ず

っ
と
我
孫
子
に
住
み
続
け
、
子
育

て
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
目
標
で
す
。

我
孫
子
市
は
、
小
泉
首
相
が
掲

げ
る
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

す
で
に
実
現
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
第
一
希
望
の
園
に
入
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ま
た
各
園
と
も

児
童
が
多
く
、
ゆ
と
り
が
あ
る
と

緒
に
参
加
で
き
る
青
ち
の
塗
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

※
「
預
か
り
保
育
」
と
「
親
と
子
の

育
ち
の
場
」
は
実
施
し
て
い
な
い
園

が
あ
り
ま
す
。
時
間
や
内
容
も
各
園

で
異
な
り
ま
す
の
で
直
接
各
園
へ

ご
確
認
く
だ
き
い
。

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
冥
芭
１
１
５
１

育
児
相
談
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
〈
連
絡
先
は
、
壬
育
て
寺
獲

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
５
５
７
１
〉

は
言
え
な
い
保
育
環
境
で
す
。

そ
こ
で
、
新
た
に
天
王
台
北
に

社
会
福
祉
法
人
の
保
育
園
を
来
年

度
に
建
設
す
る
予
定
で
す
。
湖
北

に
も
、
小
規
模
保
育
園
（
定
数
犯

人
）
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
来
年
２
月
か
ら
平
和
台

病
院
に
委
託
し
、
病
児
保
育
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
幼
稚
園
と
の
連
携
や
、

在
宅
で
子
育
て
し
て
い
る
皆
さ
ん

へ
の
支
援
に
被
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

ひとりが輝く
－

社会が輝く。男女共同参画都市

係
一

月

I
国
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哩
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
３
１
２
億
４
６
０
４
万
円
、
歳
出

２
９
０
億
４
５
４
４
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
総
額
は
、
”
億
ｍ
万
円
と
な
り
、

喝
年
度
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

収
入

市
税
収
入
は
、
景
気
の
停
滞
に
伴

い
前
年
度
比
２
．
７
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
地
方
消
費
税
交
付
金
、
郵

便
貯
金
等
の
利
子
に
か
か
る
利
子
割

枢
年
度
決
算

相
年
度
上
半
期

(収入）表112年度一般会計決算（支 出）
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
大

切
な
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
財
政
状
況
の
公
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
旭
年
度
決
算
と
幅
年
度
上
半
期

の
予
算
執
行
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ー

区分収入額｜鰔犀厭
市税180億2245万円|‐2.7％
地方譲与税3億1729万円1.9％

利子割交付金6億2329万円257.8％

舳熊鮫付金9億7338万円3.1％

地方特例交付金8億4781万円17‘8％

地方交付税29億2630万円-4.3％

分担金･負担金3億9978万円-33.9％

使用料｡手数料‘5億2678万円58％

国。県支出金24億7067万円-33.7％

繰入金2億6957万円217.4％

繰越金13億1450万円-12.4％

市債18億2990万円18.1％

その他7億2432万円-16.5％

計312億4604万円-4.0%｜今
r．

平
成
胆
年
度
決
算

般

会

計

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

交
付
金
、
前
年
度
に
創
設
き
れ
た
地

方
特
例
交
付
金
な
ど
は
増
え
ま
し
た

が
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

の
大
幅
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
喝
億

１
６
２
４
万
円
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

歳
出

歳
出
全
体
で
前
年
度
よ
り
空
億
２

３
４
万
円
（
７
％
）
減
額
の
中
で
、

経
裁
の
節
減
に
努
め
る
一
方
、
人
に

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
、
都
市
基
盤

整
備
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
に
重

点
を
置
き
、
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

※
民
生
費
の
減
額
は
、
今
ま
で
民
生

識
で
あ
っ
た
経
斐
の
一
部
が
、
新
た

に
介
護
保
険
特
別
会
計
と
さ
れ
た
た

め
で
、
特
別
会
計
分
室
億
墨
万
巴

を
加
え
る
と
、
民
生
費
は
増
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

各
項
目
ご
と
の
、
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。

総
務
費

◎
湖
北
駅
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
と
天
王
台
駅
北

口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
計
な
ど
…
１

億
１
５
０
７
万
円

民
生
費

◎
私
立
保
育
園
児
童
保
育
委
託
．
：
４

億
２
４
１
８
万
円

◎
公
立
保
育
園
運
営
：
２
億
５
７
０

３
万
円

衛
生
費

◎
最
終
処
分
対
策
．
・
・
１
億
６
４
３
１

万
円

農
林
水
産
業
費

た
ん
す
い

◎
県
営
湛
水
防
除
・
手
賀
沼
地
区
：

１
２
５
７
万
円

商
エ
費

◎
中
小
企
業
資
金
融
資
．
：
１
億
３
６

６
９
万
円

土
木
費

◎
手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家
線
道
路
改

良
．
：
５
７
７
１
万
円

◎
北
部
地
区
３
．
４
号
排
水
路
改
修

：
．
３
２
４
４
万
円

教
育
費

◎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
（
第
１

期
工
臺
…
２
億
３
４
９
７
万
円

◎
小
学
校
用
地
取
得
・
・
６
億
３
０
６

８
万
円

◎
五
本
松
運
動
広
場
用
地
取
得
：
４

億
８
０
９
０
万
円

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
い
ろ
い
ろ
な
事

業
を
行
っ
た
め
の
費
用
に
は
、
皆
さ

市
民
の
負
担
状
況

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
会
計
で
す
。
現
在
は
７
つ
の

事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
市

税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

哩
年
度
決
算
で
の
、
皆
さ
ん
の
負

担
状
況
は
右
図
の
と
お
り
で
す
。

宮
年
３
月
訓
日
現
在
の
人
口
哩
万

８
９
８
３
人
、
世
帯
数
４
万
７
７
０

５
世
帯
で
計
墓

市
が
所
有
す
る
財
産
は
哩
年
度
末

現
在
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
土
地
…
１
０
７
万
４
４
５
２
㎡

◎
建
物
・
・
・
四
万
８
９
７
４
㎡

◎
基
金
・
・
尭
億
３
２
１
２
万
円

◎
有
価
証
券
お
よ
び
出
章
・
右
億
５

９
２
４
万
円

-世帯当たり一人当たり▼表513年度一般会計収支状況（上半期）

特予算額｜収入済額
177億1420万円88億4048万円

3億1000万円9621万円

3億円3億394万円

9億円5億1850万円’
8億2890万円8億2890万円’
26億1250万円18億7022万円

4億3593万円1億6389万円

5億1130万円2億4483万円

26億4117万円5億5186万円

4億9240万円0円

14億5042万円14億5042万円

25億9650万円0円

6億468万円1億9775万円｜
,313億9800万円'150億6700万円’

区分

市税

地方譲与税

収利子割交付金
鰄瀧搬雌

地方#綱交付金

｜地方交付税
｜棚釧順搬
値剛剛手猟

国・県支出金

繰 入 金

|入繰越金
，市債

その他

’合計

市
の
財
産

使われた費用
608,855円

(前年園上9,2%侭）

使われた費用

225,188円
(前篤勵上8‘1%獄

｜納税額！
L…139;72淵~j
’ l

(前年騨上a9%#)

別

会

計 '3鵜～
(前年度脇0％減）

▼表212年度特別会計決算

な
ど
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
県
の
に
わ
た
る
工
事
の
一
括
契
約
や
、
士
５
１
１
０
㎡
に
な
り
ま
し
た
。
収
益

基
金

許
可
を
受
け
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
地
や
建
物
の
分
割
孵
入
等
、
将
来
に
型
億
９
４
１
６
万
円
に
対
し
て
費
用

基
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
等
か
ら
借
り
入
れ
る
借
金
で
す
。
市
渡
る
支
払
い
を
約
束
す
る
も
の
で
す
。
が
丞
億
７
８
５
万
円
と
な
り
、
消
費

資
金
を
積
み
立
て
た
り
、
運
用
し
た
俵
現
在
高
は
、
皿
年
度
末
現
在
で
２
債
務
負
担
行
為
未
払
い
残
高
は
、
税
を
含
め
た
利
益
は
約
１
億
８
６
３

り
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
３
億
７
２
７
０
万
円
（
市
民
一
人
率
億
３
８
１
１
万
円
で
す
。
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
く
表
４
参
題
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｏ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
１
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０

平
成
脳
年
度
上
半
期
鑿
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
４
嵯
・
お
り
で
す
．

０
０
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

喝
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
７
３
万
円
、
県
か
ら
Ｉ
Ｔ
講
習
会
補
歳
出
で
は
、
我
孫
子
南
区
域
の
近
水
道
事
業
会
計

３
０
８
億
９
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
助
金
３
４
９
２
万
円
、
緊
急
地
域
雇
隣
セ
ン
タ
ー
等
整
備
に
３
４
７
８
万
喝
年
９
月
末
現
在
の
給
水
人
口
は

６
月
の
市
議
会
で
２
億
９
０
０
０
万
用
特
別
基
金
事
業
補
助
金
等
８
４
９
円
、
天
王
台
南
地
区
の
近
隣
セ
ン
タ
哩
万
１
５
０
３
人
で
、
水
道
普
及
率

円
、
９
月
の
市
議
会
で
２
億
１
８
０
万
円
が
交
付
ざ
れ
こ
れ
を
増
額
。
－
－
建
設
に
１
億
３
５
０
０
万
円
Ｉ
は
兜
・
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
給
水

０
万
円
の
追
加
補
正
を
行
い
、
３
１
方
、
地
方
特
例
交
付
金
、
地
方
交
付
Ｔ
講
習
に
２
６
３
５
万
円
、
手
賀
沼
量
は
６
８
２
万
９
６
３
３
㎡
で
、
こ

３
億
９
８
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
税
が
見
込
み
額
よ
り
２
億
３
８
５
９
公
園
・
久
寺
家
線
道
路
改
良
に
５
３
の
う
ち
料
金
収
入
の
あ
っ
た
水
量
は

補
正
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
万
円
下
回
っ
た
た
め
減
額
し
ま
し
た
。
２
７
万
円
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
６
３
６
万
４
０
６
７
㎡
で
、
そ
の
割

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
見
込
み
額
ま
た
、
我
孫
子
南
区
域
、
天
王
台
の
図
書
館
の
資
料
整
備
に
３
１
８
１
合
（
有
収
室
は
”
・
２
％
で
す
。

を
９
億
５
０
４
２
万
円
超
え
た
た
め
南
地
区
の
各
近
隣
セ
ン
タ
ー
整
備
等
万
円
等
を
増
額
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
施
工
・
発
注
し
た
主

増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
か
ら
老
の
た
め
市
侭
を
１
億
７
２
４
０
万
円
上
半
期
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
な
工
事
は
、
配
水
管
布
設
替
工
事
な

人
保
健
事
業
費
推
進
等
補
助
金
が
５
追
加
し
、
歳
入
が
確
保
き
れ
た
た
め
、
の
予
算
執
行
状
況
は
表
５
．
６
の
と
ど
で
す
。
衾
７
参
悪

I区分｜
議会費｜

支薑奎譽
衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

出|簔震｜
｜予備費｜
｜合 計 I

予算額｜支出済額’
3億9551万円’1億8903万円’
52億3785万円’24億6435万円I
70億3577万円’34億8860万円’
27億5466万円’10億5760万円
4億35万円1億2127万円

2億8632万円2億1562万円

48億9000万円14億4455万円

14億7136万円6億8564万円

60億166万円24億4224万円

28億4699万円’13億8595万円
7753万円’

313億9800万円'134億9484万円

躍
霊
灘
鰐
轤
溌
難
爺
罷
撫
水
道
事
業
会
計

負
担
行
為
未
払
い
残
高
円
筒
”
万
１
７
６
０
巴
で
し
た
。
哩
年
度
の
給
水
戸
数
は
４
万
５
４

市
債
は
、
施
設
整
備
や
用
地
取
得
侭
務
負
担
行
為
は
、
工
期
が
数
年
８
３
戸
で
、
給
水
鐙
は
１
３
２
１
万

主な基金の12年度末積立額▼表3

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万

０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０

９
１
３
５
８
９
５
３
２
９
５

儲
儲
衛
億
懲
儲
億
９
６
５
４

７
３
３
３
２
１

１

》
》
》
》
》
》
》

●
》

《
金

▼表613年度特別会計収支状況(上半期）

※財政調整基金…年度間の財源の
不均衡を調整するための積立金

※減債基金…地方債償還と、信用
維持のための積立金

▼表412年度水道事業決算

▼表7

’
~

注1…給水契約負担金や受取利息など2億2237万円
注2"･企業債の利息等､注3"･不納欠損額

区分

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

合計

支出額

3億8443万円

51億7110万円

67億3492万円

28億5078万円

3億6019万円

2億9186万円

43億5656万円

14億2000万円

'43億5953万円

81億1607万円

■■■■■■■■■■■■■■■■

290億4544万円

燃報M

1.0％

-5.6％

-16.5％

-17,6％

-3.4％

-54.1％

-14.1％

0.2％

25.5％

7.7％

ﾛ■■■■■

-7.0％

区分

老人保健

国民健康保険事業

公共下水道事業

介護保険

土地区画整理事業

手贄

公共用地取得事業

戸
１
８
■
■ 骨化事業

収入額

68億3843万円

66億5891万円

39億9168万円

25億7235万円

2億6372万円

1億3362万円

支出額

67億9041万円

64億7828万円

37億4016万円

24億53万円

5867万円

1億2989万円

7890万円

区分

老人保健

国難離膳篝

介護保険事業

公共下水道事業

土地

手賀沼劇上事業

蝋剛､得篝

予算額

3億475万円

6臆1000万円

36 億円

4億4400万円

1億3400万円

7800万円

収入済額

31億235万円

27億8381万円

9億3555万円

2億508万円

4478万円

3919万円

支出済額

29億9956万円

25億7433万円

12億3482万円

7億6671万円

1776万円

1347万円

3907万円

区分

水道事業収益

営業収益

営業外収益(注1）

水道事業費用

営業費用

営業外費用(注2）

特別損失(注3）

当年度利益

決算額

29億9416万円

26億2682万円

3億6734万円

24億4754万円

3億5822万円

209万円

1億8631万円

区分
一一

予算額 執朽 寄額

営に
収支

水道施設の
建設に係わる
資本的収支

水窪藻鵬 29億2548万円 14億7966万円

ﾎ違諜費用

収入

支出

28億9125万円

2億1700万円
－

9億7269万円

10億950万円

8034万円



－

第1059号(3)20011216 おび二 一

平
成
胆
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
公
表

市
で
は
、
市
役
所
の
事
務
・
事
業

で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑

制
す
る
た
め
「
第
一
次
我
孫
子
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
菜
疋

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
ｎ
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
基
準
と

し
、
過
年
度
か
ら
５
年
後
の
”
年
度

で
の
削
減
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
市

‐
雪

に
計
画
策
定
と
実
施
状
況
の
公
表
力

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

狸
年
度
で
は
、
下
表
の
よ
う
に
、

燃
料
、
電
気
の
使
用
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
削

一一

こ
う
ひ
ょ
う

降
雷
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
排
出
量
が
増
加

新木駅南口の

跨線橋が完成
卜

鵬‘ー‐－＝宇三?壹‐‘一

今日から利用開始q句

新
木
駅
で
行
っ
て
い
た
南
口
跨

線
橋
工
事
と
、
既
存
の
跨
線
橋
へ

の
屋
根
等
の
設
置
工
事
が
終
了
し
、

今
日
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

新
木
駅
で
は
、
南
口
か
ら
ホ
ー

ム
へ
．
安
全
に
通
行
で
き
、
北
側
と
一

の
往
来
が
で
き
る
施
設
の
整
備
が

急
務
で
し
た
。
そ
こ
で
橋
上
駅
整

備
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
既

存
の
も
の
に
接
続
す
る
形
で
南
口

か
ら
の
跨
線
橋
を
整
備
し
ま
し
た
。

な
お
、
跨
線
橋
の
完
成
に
伴
い
、

南
口
か
ら
ホ
ー
ム
に
渡
る
構
内
踏

切
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
従
来
の
待
合
室
と
ト
イ

レ
は
撤
去
さ
れ
、
待
合
室
は
ホ
ー

ム
に
、
ト
イ
レ
は
跨
線
橋
の
下
に

新
設
き
れ
ま
す
。

※
新
設
の
駐
輪
場
は
、
廻
月
加
日

か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
・
内

線
３
３
０

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
に
お

け
る
排
出
量
は
、
哩
年
５
月
聖
日
の

降
謹
以
後
、
大
量
に
発
生
し
た
廃
棄

温室効果ガス排出状況く二酸化炭素(CO2)換算〉

具体的な削減項目における排出状況
◎燃料使用における排出状況(CO2換算）

平成11年度(基準年度)排出量4,877,269kq
平成12年度排出量4,641,059kq

増減－4．8％

平成17年度(目標年度)での削減目標－5％

◎電気使用における排出状況(CO2換算）

９
ニ
ク
凸

物
の
焼
却
に
よ
り
、
仰
・
８
％
の
増

加
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ

の
減
量
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

平
成
卿
年
１
月
か
ら
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
や
す
く

今
ま
で
、
要
介
護
度
に
応
じ
て
、
本
化
さ
れ
ま
す
。

訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
差
１
）
と
、
こ
れ
に
伴
い
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
窪
２
）
の
利
ス
の
利
用
限
度
日
数
は
廃
止
き
れ
、

用
限
度
額
・
日
数
が
、
別
々
に
決
め
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
内
で
、

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
卿
年
１
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
る

月
か
ら
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
、
よ
う
に
な
り
ま
す
差
表
参
題
。

選
択
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、
居
宅
な
お
、
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
と
し
て
一
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
残
し
を

現行蕊聯二窪蝿騨と 訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
と
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
一
本
化
に

鯛鷆識

◎一般廃棄物焼却における排出状況(CO2換算）

改正後居宅サービスの利用限度額 お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
・
内
線
５

６
８秘測11選勤公園が撫日に閉鎖に

現在行われている、国土交通省利根川下流工事事務所によ

る利根川河川敷での掘削工事に伴い､工事用車両の出入口と

して､下図の道が平日に閉鎖されています。このため、利根

川運動公園の図中の青色の区域が、利用できなくなります。

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

期間1月31日までの平日(12月29日から1月6日までと、

土日・祝休日は通行・利用ができます）

問い合わせ工事に関すること…公園緑地課・内線544、

施設利用に関すること…教育委員会体育課恋(87)7555
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
振
り
替
え
る

、
制
度
や
、
次
期
拡
大
措
置
（
注
３
）

は
無
く
な
り
ま
す
。

ビ
注
１
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
・
・
訪
問

、
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、

で
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所

る
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

福
祉
用
具
貸
与

り
、
注
２
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
…
短
期

を
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介

ス
を
試
罷
》
３
次
期
拡
大
措
置
．
：

耗
秘
鍛
珂
更
新
認
定
申
請
月
の
３
．

澤
七
羅
曄
４
カ
月
前
の
訪
問
通
所
サ

、
サ
ー
ー
－
ビ
ス
の
利
用
が
、
限
度

雛
》
卿
補
潤
諦
》
騨
鉦
、

磯
繍
準
趣
卿
雛
艤
利
用
枠

瀞
櫛
鰐
鱸
諒
篝

※
詳
し
い
報
告
書
は
、
市
役
所
本
庁

１
階
行
政
情
報
資
料
室
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

利根川

上競技

｜

｜

I

グ÷
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こ
れ
か
ら
の
我
孫
子
市
の
生
涯
学

習
の
姿
を
求
め
て
、
３
月
に
生
涯
学

習
推
進
市
民
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
は
、
市
民
か
ら
の
公

募
を
含
む
巧
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
、
月
に
１
度
の
委
員
会
や
作
業

部
会
を
随
時
開
催
し
、
討
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

来
年
４
月
韮
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
「
ア
ビ
ス
タ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

生
涯
学
習
に
対
す
る
市
民
の
関
心
や

需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
き
れ
ま
す
。

市
民
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
の

振
興
に
市
民
と
市
が
ど
の
よ
う
に
協

働
し
、
い
か
に
充
実
さ
せ
て
い
く
べ

き
か
を
「
生
涯
学
習
推
進
計
画
ま

と
し
て
、
来
年
３
月
に
向
け
て
鋭
意

策
定
中
で
す
。

市
民
委
員
会
が
設
置
き
れ
て
９
カ

月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
委
員
会
ニ

ュ
ー
ス
「
ま
な
び
ど
の
発
行
や
、

市
民
意
識
調
査
（
以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
）

の
実
施
、
次
年
度
の
実
施
計
画
の
立

案
な
ど
、
成
果
は
少
し
ず
つ
出
は
じ

め
て
い
ま
す
。

８
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

２
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
、
８

６
９
通
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
回
答

率
は
娼
・
５
％
で
し
た
。
ま
た
、
自

由
記
述
棚
に
は
２
７
０
も
の
意
見
や

要
望
が
書
き
込
ま
れ
、
生
涯
学
習
に

対
す
る
市
民
の
関
心
の
高
言
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
作
業
部
会

が
ま
と
め
た
、
回
答
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
生
涯
学
習

に
つ
い
て
の
認
知
度
や
需
要
」
、
「
生

涯
学
習
活
動
の
現
状
」
、
「
今
後
の
生

生
涯
を
通
じ
て
学
習
や
活
動
を
℃
た
ど
が
脈
％

生
涯
学
習
推
進
市
民
委
員
会
で
実
施

生
涯
学
習
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

学習や活動をする施設に

何を望むか（複数回答）

涯
学
習
に
つ
い
て
」
を
柱
に
聖
項
目

に
わ
た
り
調
査
し
て
い
ま
す
。

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

何
ら
か
の
か
た
ち
で
生
涯
学
習
を

し
た
い
か
を
き
い
た
と
こ
ろ
、
「
し

た
と
と
い
う
回
答
が
”
％
と
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
１
年
で
何
ら
か
の
学
習
や
活
動

これからどのような学習や釦
％
“
％
釦
％
釦
％
扣
％

学習や活動をする上で
、
％
印
％
印
％
和
％
釦
％
即
％
扣
％

加
％
印
％
印
％
㈹
％
卯
％
印
％
扣
％

活動をしたいか(複数回答）市に何を望むか（複数回答）

I
二
・
画
一

－

■■

一

■世
を
し
た
人
は
約
６
割
で
、
４
割
弱
の

人
が
実
際
に
は
学
習
活
動
な
ど
に
参

加
し
て
い
な
い
と
答
え
て
い
ま
す
。

参
加
し
な
い
理
由
と
し
て
は
「
忙
し

く
て
時
間
が
な
ど
と
い
う
回
答
が

飛
び
抜
け
て
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
結
果
は
、
グ
ラ
フ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
と
市
民
委
員
会
で
は
、

こ
の
結
果
も
参
考
に
し
て
、
「
生
涯

学
習
推
進
計
画
案
」
の
策
定
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
担
当
愛
芭
１
１
５
１

Ila I

鱗
座
を
大
学
の
よ
う
な
単
位
制
に
す
る

学
習
・
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
養
成

生
涯
学
習
団
体
へ
の
援
助

魏
座
の
企
画
今
運
営
へ
の
市
民
参
加

行
政
職
員
や
地
元
の
専
由
型
家

に
よ
る
出
前
講
座
の
開
催

学
校
や
大
学
の
施
殿
を
利
用
可
能
に

図
書
館
の
蔵
書
の
充
実

学
習
に
関
す
る
情
報
の
充
実

施
設
の
利
用
日
・
時
間
の
エ
夫

講
座
の
内
容
・
種
類
・

回
数
の
充
実

育
児
・
教
育
に
役
立
つ
も
の

仕
事
や
就
轆
に
い
か
せ
る
も
の

専
門
的
知
識
や
資
格
が

得
ら
れ
る
も
の

社
会
や
地
域
に
役
立
て
ら
れ
る
も
の

教
養
を
高
め
る
も
の

家
庭
生
活
に
役
立
つ
も
の

健
康
や
体
力
つ
く
り
が
で
き
る
も
の

趣
味
を
豊
か
に
で
き
る
も
の

相
談
員
を
置
く

託
児
室
を
設
け
る

飲
食
が
で
き
る

施
設
規
模
を
大
き
く

駐
車
場
を
広
く

使
用
料
を
安
く

個
人
が
自
由
に
使
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
に

対
応
で
き
る
設
備

夜
間
・
休
日
開
館

施
設
の
数
を
増
や
す

利
用
手
続
き
を
簡
単
に

平成11年度(基準年度)排出量

平成12年度排出量

増減

平成17年度(目標年度)での削減目標

23,082,706k（

27,180,781k（

17．8％

-10.0％

平成11年度(基準年度)排出量

平成12年度排出量

増減

平成17年度(目標年度)での削減目標

6,595,433k（

6,221,313k（
－5．7％

－3％要支援

要介護1

要介護2

要介謹3

要介謹4

訪問通所サービス
利用限度額

6万1500円/月

16万5800円/月

1'9万4800円/月

26万7500円/月

30万6000円/月

7日／6カ月

14日／6カ月

14日／6カ月

21日／6カ月

21日／6カ月

要介護5 35万8300円/月 42日／6カ月

平成11年度(基準年度)排出量

平成12年度排出量

増減

平成17年度(目標年度)での削減目標

11,579,4001<9

16,302,533k（

40.8％

－6％

要支援

要介護1

護2

居宅サービスの
利用限度額

6万1500円/月

円/月

19万4800円/月

騨醗※
6日／1カ月

16,日/1カ月

1‘8日／1カ月

要介護3
一

介護4

要介護5

30万6000円/月

35万8300円/月

27日／1カ月

30日／1カ月

26万7500円/月 24日／1カ月
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作
・
編
曲
家
と
し
て
わ
が
国
の
音

楽
界
に
確
実
に
そ
の
足
跡
を
し
る
す

「
服
部
克
久
」
（
写
真
）
が
夢
に
描
い

て
い
た
の
が
、
こ
の
衷
星
ポ
ッ
プ
ス

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

毎
年
全
国
、
都
市
で
し
か
行
わ
れ

な
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ど
こ
も
大
変

盛
況
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
開
催
さ

れ
る
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し

た
音
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
大
変
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
会
場
も
満
席
に
し
て
し
ま
う
、

こ
の
日
本
初
の
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
お
聴
き
逃
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
ご
鑑
貧
く
だ
き
い
。

日
時
平
成
群
年
３
月
妬
旦
土
）
午

後
６
時
開
場
、
６
時
犯
分
開
演

高
齢
者
（
原
則
と
し
て
函
歳
以
上
）

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

来
年
２
月
丞
日
ま
で
５
０
０
円
座

活
保
護
世
帯
は
無
料
）
の
自
己
負
担

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
疾
病
等
に
よ
り
本
人
の

接
種
希
望
の
意
思
確
認
が
難
し
い
場

【
宝
く
じ
サ
ウ
ン
ド
ス
ベ
シ
ャ
ル
】

Ⅱ
東
京
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ⅱ

服
部
克
久
と
夢
の
ひ
と
と
き

高齢者のｲﾝﾌﾙｴﾝザ予防接種

法|こよらない任意接種の

自己負担を助成金で軽減

法

場
所
市
民
会
館

音
楽
監
督
・
指
揮
・
ピ
ア
ノ
服
部

克
久

曲
目
自
由
の
大
地
、
美
女
と
野
獣
、

チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
、
淡
紅
色
の
夢
、
一

ス
タ
ー
ウ
オ
ー
ズ
、
フ
ッ
ク
ト
・
オ

ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
シ
エ
ル
ブ
ー

ル
の
雨
傘
ほ
か

入
場
料
Ｓ
指
定
席
３
５
０
０
円
、

Ａ
指
定
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
自
由
席

２
５
０
０
円
官
席
は
高
校
生
以
下
一

２
０
０
０
円
）

入
場
券
販
売
所
平
賀
書
店
、
荒
井
一

書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
↓

東
京
事
務
器
、
ポ
ピ
ー
、
写
真
の
お

ち
あ
い
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
つ
く

し
野
店
、
結
子
美
容
室
、
柏
高
島
屋

友
の
会
、
取
手
と
う
き
ゅ
う
、
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
文
化
課

垂
（
露
）
１
１
５
１

合
は
、
法
に
よ
ら
な
い
任
意
接
種
と

な
り
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
意
思
確
認
の
で

き
な
い
高
齢
者
が
、
家
族
等
の
責
任

に
お
い
て
、
｝
あ
「
任
意
接
逗
を

受
け
た
場
合
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
次
の
①
②
に
該
当
す
る
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方
を
扶
養
ま
た
は

介
護
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
保
健

福
祉
施
設
等
の
関
係
者
を
除
く
）
で

①
②
の
方
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
本
人
に
代
わ
っ
て
希
望
し
、

費
用
（
予
防
接
種
料
及
び
接
種
見
合

わ
せ
時
の
予
診
料
）
を
負
担
し
た
方

①
函
歳
以
上
雷
歳
の
誕
生
日
当
日

か
ら
有
効
）
で
予
防
接
種
希
望
意
思

確
認
が
で
き
な
い
方

②
釦
歳
以
上
函
歳
未
満
で
心
臓
、
じ

‐【

ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
に
よ

り
日
常
の
生
活
が
極
度
に
制
限
き
れ

る
方
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
重
度
の
免
疫
の
機
能
障

害
を
有
す
る
方
で
、
予
防
接
種
希
望

意
思
確
認
の
で
き
な
い
方

助
成
額
予
防
接
種
に
要
し
た
費
用

か
ら
５
０
０
円
を
控
除
し
た
額
。
た

だ
し
４
３
４
０
円
を
限
度
に
１
回
。

ま
た
、
予
診
の
み
の
場
合
は
１
回
当

た
り
２
８
３
５
円
を
限
度
に
助
成
。

対
象
期
間
平
成
遁
年
ｎ
月
７
日
か

ら
哩
年
２
月
丞
日

申
請
方
法
申
請
書
お
よ
び
病
院
の

「
接
種
済
証
明
書
及
び
予
診
料
証
明

書
」
（
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
に

用
意
）
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出

問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー
垂

（
師
）
１
１
３
１

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
自
ら
が

企
画
・
制
作
す
る
文
化
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
で

文
化
事
業
の
企
画
か
ら
実
施
、
運
営

ま
で
行
い
、
我
孫
子
な
ら
で
は
の
芸

つ
ノ
、

術
文
化
を
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

皆
ざ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

採
用
企
画
数
１
件
（
該
当
な
し
の

場
合
も
あ
り
ま
す
）

募
集
内
容
市
の
文
化
振
興
に
寄
与

bikoCitizenCulturePla｡2002
＝我孫子市民文化事業企画＝

A

あなたの手で我撫子の
芸術文化窪劃遣

す
る
、
音
楽
・
芸
能
・
芸
術
分
野
の

発
表
や
展
示
の
企
画
で
、
個
人
や
団
訓

体
独
自
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
な
い
も
の
（
１
団
体
１
提
案
の
み
）

事
業
実
施
期
間
平
成
畔
年
４
月
１

日
か
ら
巧
年
３
月
丸
日

事
業
予
算
１
０
０
万
円
以
内

応
募
資
格
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
個
人
ま
た
は
市
内
在
住
・
一

在
勤
・
在
学
者
が
半
数
以
上
を
占
め
￥

る
団
体
で
、
企
画
し
た
事
業
を
実
施
、
｜

運
営
で
き
る
方

応
募
方
法
市
役
所
、
教
育
委
員
会
、

市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
湖
北
地

区
公
民
館
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
た
所
定

の
企
画
提
案
書
（
兼
募
集
要
墓
に
一

必
要
事
項
を
明
記
し
、
酔
年
２
月
巧
一

日
（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
市
我
孫

子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
文
化
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

※
選
考
方
法
等
、
詳
し
く
は
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
き
い
。
ま
た
、
不
明

な
点
は
教
育
委
員
会
文
化
課
貧
芭

１
１
５
１
四
（
狸
）
５
８
６
７
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

保健福祉サービス調整委員

女性委員を新たに委嘱し

3人体制に
佐竹千恵子さん

昭和39年生まれ。

江戸川大学総合福祉

専門学較割壬講師

Ｉ
司
邑
司
〆
臨
卸
星
園
１
０
索
等
邪
回
早
で
日
日
煙
１
曙
ひ
荊
ツ
ョ
で
司
裂

市
で
は
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内
の
申
告
医
療
饗
が
増
え
る
と
、
保
険
料
な

対
す
る
苦
情
を
公
正
・
中
立
な
立
場
会
場
で
も
、
柏
税
務
署
・
千
葉
県
税
ど
私
た
ち
自
身
の
負
担
も
増
え
る
こ

で
調
査
・
審
査
し
、
市
に
対
し
て
対
理
士
会
柏
支
部
に
よ
る
出
張
申
告
受
と
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
支
え
て

応
の
是
正
や
制
度
の
改
善
を
提
言
す
付
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
い
る
医
療
費
を
大
事
に
睦
っ
た
め
に
、

る
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
委
員
だ
き
い
。
一
か
か
っ
た
医
療
菱
に
関
心
を
持
ち
、

制
度
を
８
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
問
い
合
わ
せ
課
税
課
・
内
線
３
６
適
切
に
医
療
を
受
け
る
よ
う
心
が
け

た
。
５
．
３
３
４
ま
し
よ
う
。

す
で
に
法
律
の
専
門
家
と
学
識
経
叩
Ⅲ
１
１
１

験
者
の
２
人
の
男
性
委
員
を
委
嘱
し

年
末
一
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

て
い
ま
す
が
、
廻
月
１
日
か
ら
、
福

祉
の
専
門
家
の
女
性
委
員
と
し
て
佐

竹
千
恵
子
さ
ん
写
真
）
を
新
た
に
「
の
み
ま
せ
ん
し
め
ま
す
ベ
ル
よ
り
も
認
知
や
判
断
の
ミ
ス
が
増
え
、

委
嘱
し
、
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ト
と
気
の
ゆ
る
み
」
を
ス
ロ
ー
ガ
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

き
ま
す
。
ン
に
、
交
通
事
故
防
止
運
動
が
哩
月
県
内
で
は
、
哩
月
３
日
現
在
で
３

卿
※
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
委
加
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
実
施
さ
れ
５
３
人
が
死
亡
し
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

一
○

認
員
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
福
て
い
ま
す
。
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、

罪
祉
総
合
相
談
室
奏
髄
）
１
１
２
こ
の
時
期
は
、
道
路
の
混
雑
に
加
こ
れ
ま
で
に
１
人
の
方
が
亡
く
な
つ

制
２
画
（
顕
）
１
６
５
２
へ
お
問
い
え
、
飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
し
ま
す
。
お
酒
を
飲
む
と
、
平
常
時
蕃
察
で
は
、
犠
牲
者
を
一
人
で
も

年
が
明
け
る
と
間
も
な
く
、
所
得

税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
申
告

の
時
期
と
な
り
ま
す
。

今
号
か
ら
「
税
の
申
生
昌
に
つ
い

て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
得
税
（
国
税
）
の
確
定
申
告
は
、

個
人
が
１
年
間
（
１
月
１
日
か
ら
哩

月
訓
日
の
間
）
に
得
た
所
得
と
税
額

を
自
分
で
計
算
し
た
上
で
税
務
署
に

申
告
し
、
税
金
を
納
付
す
る
、
ま
た

は
還
付
を
受
け
る
一
連
の
手
続
き
を

い
い
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡

が
あ
る
方
②
事
業
・
配
当
所
得
の

あ
る
方
③
給
与
収
入
が
年
間
２
０

０
０
万
円
を
超
え
る
方
④
給
与
所

得
が
２
カ
所
以
上
か
ら
あ
る
方
⑤

給
与
と
年
金
、
年
金
と
生
命
保
険
満

期
に
よ
る
一
時
所
得
な
ど
２
種
類
以

上
の
所
得
が
あ
る
方
、
な
ど

確
定
申
告
は
税
務
署
へ

市
。
県
民
税
申
告
は
市
役
所
へ

シ
リ
ー
ズ
税
の
申
告

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
遼
唇
鴉
割
恥

灘
灘
灘
菊
趨
医
費
鮴
孵

バ
イ
ト
や
パ
‐
ト
社
員
で
謹
先
で
人
療
臓
那

鱸
繩
暁
羅
繍
鱸
、
老
医
老
病

ま
た
は
還
付
が
あ
る
方
は
確
定
申
告
老
人
医
療
制
度
と
は
■
■
■
■
■

が
必
要
で
す
加
歳
以
上
二
走
の
障
害
を
持
つ

市
・
県
民
税
申
告
が
必
要
な
方
方
は
函
歳
以
上
）
の
方
が
お
医
者
ざ

①
非
課
税
所
得
（
遺
族
年
金
・
障
雲
写
ん
に
か
か
る
と
き
に
、
健
康
保
険
証

年
金
・
失
業
給
付
金
な
ど
）
だ
け
の
一
と
老
人
医
療
受
給
者
証
を
み
せ
る
こ

方
②
市
外
の
方
の
扶
養
に
な
っ
て
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
か
か
る
医
療

い
る
方
③
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
識
の
原
則
１
割
（
月
額
上
限
付
き
）

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
を
負
担
す
れ
ば
治
療
が
受
け
ら
れ
る

な
い
方
な
ど

一
制
度
で
す
。

※
公
的
年
金
所
得
だ
け
の
方
で
も
、
一
医
療
費
を
負
担
す
る
の
は
‐
刑
Ｊ

ど
ち
ら
か
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
皆
さ
ん
が
窓
口
で
支
払
っ
た
以
外

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
の
医
療
蜜
は
、
老
人
医
療
識
で
賄
わ

さ
い
れ
ま
す
。
そ
の
財
源
は
、
７
割
が
各

平
成
喝
年
分
の
所
得
税
の
碓
蛋
健
康
保
険
の
保
険
料
等
か
ら
支
払
わ

告
は
、
畔
年
２
月
嘔
日
か
ら
始
ま
り
れ
る
拠
出
金
、
３
割
が
国
・
県
・
市

ま
す
。
最
寄
り
の
税
務
署
で
申
告
し
の
税
金
で
す
。

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内
の
申
告
医
療
饗
が
増
え
る
と
、
保
険
料
な

会
場
で
も
、
柏
税
務
署
・
千
葉
県
税
ど
私
た
ち
自
身
の
負
担
も
増
え
る
こ

理
士
会
柏
支
部
に
よ
る
出
張
申
告
受
と
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
支
え
て

付
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
い
る
医
療
費
を
大
事
に
睦
っ
た
め
に
、

だ
き
い
。

一
か
か
っ
た
医
療
菱
に
関
心
を
持
ち
、

問
い
合
わ
せ
課
税
課
・
内
線
３
６
適
切
に
医
療
を
受
け
る
よ
う
心
が
け

５
．
３
３
４
ま
し
よ
う
。 老人医療制度と

医療費
老人医療費を大事に使うために

病気の予防､早期発見｡早期治療を

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う

・
主
治
医
を
信
頼
し
、
病
状
や
治
療

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
点
は
、
遠
慮

せ
ず
に
尋
ね
ま
し
ょ
う

・
日
ご
ろ
か
ら
、
健
康
手
帳
に
健
診

の
記
録
や
治
療
し
た
内
容
・
処
方
さ

れ
た
薬
な
ど
を
記
入
し
、
治
療
や
健

康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
介
護
支
援
課
・
内
線

４
１
４

１
減
ら
す
た
め
、
交
通
取
り
締
ま
り
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
重
点
目
標

＊
飲
酒
運
転
の
追
放

＊
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

＊
夕
暮
れ
ど
き
や
夜
間
の
事
故
防
止

問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
・
内
線

３
３
０

▼老人医療費の推移 減
少
し
て
い
ま
す
が
、
老
人
医
療
饗

総
額
は
印
億
２
９
５
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
６
・
田
％
増
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

月
の
１
人
当
た
り
の
老
人
医
療
饗
は
、

ま
た
、
冬
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
で
す
。
う
が

い
や
手
洗
い
、
予
防
接
種
な
ど
で
、

積
極
的
に
予
防
し
ま
し
よ
》
詔

増
え
続
け
る
老
人
医
療
鑑
一

市
の
平
成
哩
年
４
月
か
ら
嘔
年
３

市 適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に

で
行
っ
健
診
を
積
極
的
に
受
け
、

10年度 11年度 12年度

受給者数 9674人 10260人 10940人

61億
4841万円

65億
7785万円

67億
295万円

医熊締

1人当制

帷溌
63万5561円 64万1116円 61万2702円
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－

頓
認
間
昌
腫
雲
せ
ん
か

雛
参
加
し
て

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
．
各
項
員
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。
讃
繁
一
蕊
シ
擬
議
尭

市
役
所
．
：
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
竺
理
１
１
１
１

市
内
小
・
中
学
校
の
吹
奏
楽
担
や

で
か
け
て
權
迂
霊
篝
夕
麺
蕊
蒜
繩
蕊
凄

み
ま
せ
ん
か
譜
考
考
製
室
｛
ゞ
罐
溌
蓋
臘
彌

日
・
所
廻
月
霊
日
（
祝
遍
時
～
嘔

時
犯
分
、
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
（
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
－
３
階
）

内
合
唱
（
我
孫
子
第
一
小
学
校
ほ

か
）
、
落
語
、
踊
り
、
津
軽
三
味
線

ほ
か

賛
５
０
０
円
（
空
く
じ
な
し
の
福

引
き
付
き
）

※
血
圧
測
定
も
で
き
ま
す

問
我
孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
實
芭
５
１
１
７
（
月
・
水
・
金

曜
日
の
９
時
～
西
時
に
限
る
）

一
筆
沁
回
壼
奉
福
祉
フ
エ
ヱ
ー
テ
イ
バ
ル

日
・
所
哩
月
”
一
日
（
士
）
喝
時
～
晒

時
犯
分
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
を
中
心
に
し

た
歌
と
演
奏

費
無
料

間
同
セ
ン
タ
ー
冥
逗
１
１
２
２

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鱗
会

湖
北
台
×
ｍ
ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

２

（
つ
く
し
野
。
１
歳
２
カ
月
）

か
と
う

加
藤
き
ら
り
ち
ゃ
ん

日
・
・
白
時
、
所
・
↑
場
所
、
内
§
内
容
、
種
・
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
：
・
対
象
・
定
員
、
持
：
．
持
参
、

繩

か
ち ま

ち
に
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
デ
ジ
タ
ー

ル
ム
ー
ビ
ー
が
や
っ
て
来
た
！
－

第
９
弾
つ
ん
く
フ
イ
ル
ム
プ
レ
ミ

ア
上
映
会
「
ナ
マ
タ
マ
ゴ
」
は
、
デ

ジ
タ
ル
シ
ネ
マ
の
普
及
を
目
的
と
し

た
試
験
上
映
で
す
。

「
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
」
の
飯
田
圭

織
・
後
藤
真
希
・
矢
口
真
理
・
辻
希

美
が
出
演
す
る
、
中
・
高
生
向
け
の

社
会
派
シ
リ
ア
ス
ド
ラ
マ
で
す
。

日
・
所
１
月
５
旦
土
）
①
ｍ
時
犯

分
～
②
超
時
～
③
嘔
時
～
、
市

民
会
館
（
上
映
時
間
約
釦
分
）

費
１
０
０
０
円
（
全
自
由
歴

入
場
券
販
売
所
（
廻
月
空
日
か
ら
）

平
賀
書
店
、
荒
井
書
店
、
衷
皐
事
務

器
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
花
し
ま
（
我
孫
子
駅

北
口
）
、
春
芳
園
（
公
園
坂
通
り
）
、

ア
ド
ホ
ッ
ク
湖
北
店
（
中
峠
台
）
、

北
村
商
店
（
新
木
野
）
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
す

え
ひ
ろ
（
布
佐
）

主
荘
莪
孫
子
青
年
会
議
所

間
壷
０
１
８
０
１
９
９
４
０
９
９
、

ご
管
ニ
ミ
ミ
乏
暮
時
。
‐
昌
壜
冥
言
昊
亨

一
○
三
二
一

（
古
戸
・
１
歳
３
カ
月
）

管
楽
器
講
習
会

フ
ル
ー
ト
・
ク
ラ
リ
手
ツ
ト
の
土
趣
を
め
ざ
す
方
へ

市
内
小
・
中
学
校
の
吹
奏
楽
担
当

の
先
生
方
で
作
ら
れ
た
「
我
孫
子
管

楽
研
究
会
」
が
、
市
民
の
方
に
音
楽

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
フ
ル
ー
ト
と
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
が
対
象
で
す
。

日
・
所
＊
フ
ル
ー
ト
。
：
１
月
幻
日

（
日
活
時
～
唖
時
犯
分
＊
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
…
２
月
聖
日
（
日
活
時
～
嘔

時
釦
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

対
各
楽
器
を
お
持
ち
で
、
市
内
に

在
住
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
、

フ
ル
ー
ト
：
先
着
、
人
・
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
…
先
着
、
人
（
た
だ
し
、
対
象

楽
器
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
や
生
徒

を
除
く
）

費
無
料

申
電
話
で
１
月
巧
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
文
化
課
冥
芭
１
１
５
１

一
湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

一
［
正
月
を
飾
る
つ
（
生
け
花
講
習
会
）
」

日
・
所
哩
月
率
日
（
水
逼
時
～
遍

時
犯
分
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

講
師
折
居
藤
子
さ
ん

対
先
着
喧
人

費
１
５
０
０
円
（
花
代
）

持
花
器
、
剣
山
、
ハ
サ
ミ
、
ぞ
う

き
ん
、
ゴ
ミ
袋

申
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
賓
諏
）
１

１
２
２

忘れずに納めましょう

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
生
き
が
い
健
康
づ
く
り
講
座
」

日
・
所
１
月
幻
日
（
日
浦
時
～
喧

時
、
千
葉
県
教
育
会
館
（
県
庁
そ
ば
）

内
テ
ー
マ
…
頭
と
体
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ム

対
お
お
む
ね
扣
歳
以
上
の
方
（
興

味
の
あ
る
方
な
ら
ば
ど
な
た
で
も
）
、

先
着
１
０
０
人

豊
無
料

申
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
．
Ｅ
メ
ー
ル

貢
財
）
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団

壷
０
４
３
（
２
２
１
）
７
４
４
８
四

０
４
３
（
２
２
１
）
４
７
７
７
Ｅ
メ

ー
ル
ご
言
言
『
①
。
ａ
・
ヨ
９
．
日
●
君
（
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
人

数
を
明
記
）

あ
ら
き
園
臨
時
生
活
指
藝
員

対
平
日
週
５
日
勤
務
可
能
で
健
康

な
蛎
歳
ま
で
の
方
、
若
干
名

勤
務
期
間
来
年
４
月
１
日
か
ら

賃
金
時
給
９
１
０
円
（
通
勤
手
当

別
途
支
趙

※
必
要
書
類
、
面
接
日
等
、
詳
し
く

は
あ
ら
き
園
愛
竪
４
１
８
８
へ

職
種
事
務
職
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
）

対
簿
記
２
級
以
上
を
お
持
ち
の
方
、

１
人

勤
務
期
間
。
時
間
来
年
１
月
～
３

月
、
月
曜
～
金
曜
日
の
、
時
～
”
時

申
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
廻
月
加
日
ま
で
に

商
工
会
實
狸
）
３
１
３
１
へ
持
参

日
。
所
平
成
卿
年
１
月
焔
日
～
３

月
塑
日
の
毎
週
金
曜
日
喝
時
犯
分
～

巧
時
”
分
、
市
民
会
館
お
よ
び
手
賀

沼
親
水
広
場
水
の
館

焚
き
麦
用
、
申
…
申
し
込
み
、
問
．

商
工
会
臨
時
職
員

初
級
手
話
講
座
生

し
た
年
賀
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
主
。
：
主
催
・
共
催

毎
年
１
月
１
日
は
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
の
基
準
日
で

す
。
該
当
き
れ
る
方
に
は
登
載
の
申

請
書
用
紙
を
哩
月
中
旬
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
来

年
１
月
７
旦
月
）
ま
で
に
農
家
組
合

長
に
提
出
し
て
く
だ
き
い
。

登
載
で
き
る
の
は
次
の
①
か
ら
③

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

要
件
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
昭
和
釘
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
③
１
０
０
０
㎡
以
上
の
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
同
居
の
親
族
・
配
偶
者
で
年
間
お

お
む
ね
即
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る

方記
載
上
の
注
意
昨
年
の
記
載
内
容

が
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
に
記
入

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
変
更
の
あ
る

方
の
み
、
訂
正
し
て
く
だ
き
い
。
新

た
に
資
格
を
取
得
し
た
方
は
追
加
し

て
記
入
し
、
資
格
を
失
っ
た
方
は
二

重
線
で
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
き
い

問
農
業
委
員
会
事
務
局
・
内
線
３

６
２

対
全
日
程
参
加
可
能
な
方
、
先
着

牽
人
、

賛
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

申
電
話
で
哩
月
詣
日
ま
で
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
壷
（
露
）
５
２
３

３

和
歳
以
上
で
独
り
暮
ら
し
の
方
へ
、

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
成

お
し
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を

心
温
ま
る
年
寶
状
を
窪
り
ま
す

忘
れ
ず
に

平
成
“
年
度
に
市
が
発
注
す
る
工

事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
購
入
、

委
託
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
「
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
受

け
付
け
は
中
間
（
追
加
）
申
請
の
た

め
、
平
成
Ｂ
年
中
に
提
出
し
た
方
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
の
販
売
平
成
畔
年
１
月
巧

日
（
火
）
～
五
日
（
木
）
〈
土
・
日
曜
日

を
除
く
〉
、
市
役
所
本
庁
舎
２
階
管

財
課
で
１
部
１
０
０
０
円
（
消
喪
税

を
含
む
）

申
郵
送
で
１
月
調
日
か
ら
２
月
８

日
（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
郵
便
局

（
局
留
め
）
へ

問
管
財
課
實
西
３
０
０
０

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
を
支
払
う

中
小
企
業
者
に
補
助
金
を
交
付

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
を
支

払
っ
て
い
る
中
小
企
業
者
の
方
へ
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
○

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
１
年
以

上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で
い

る
方
②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
③
平
成
狸
年
２
月
１
日
以
降
に

退
職
金
共
済
契
約
を
締
結
し
、
か
つ

喝
年
哩
月
ま
で
掛
金
を
支
払
っ
て
い

る
方

補
助
対
象
額
被
共
済
者
１
人
に
つ

き
中
小
企
業
者
が
支
払
っ
た
画
年
１

月
～
廻
月
分
ま
で
の
掛
金
の
合
計
額

補
助
金
額
１
人
に
つ
き
補
助
対
象

額
の
５
分
の
１
で
１
万
２
０
０
０
円

を
限
度
（
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

※
申
請
方
法
等
は
該
当
す
る
企
業
へ

来
年
１
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す

問
商
工
観
光
課
・
内
線
５
０
４

テ
レ
ボ
ン
ガ
イ
腱
睡
（
錨
）
５
０
０
０
｜

フ
夢
秀
イ
鍵
睡
園
圏
６
０
０
０
－

問
社
会
福
祉
協
議
会
垂
（
認
）
１
５
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

３
９妻

簔
臺
雲
翌
”
蕊
蕊
謹
聴
鰈

平
成
必
年
度
に
市
が
発
注
す
る
工
に
、
毎
年
廻
月
訓
日
現
在
で
工
業
統

事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
購
入
、
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

委
託
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
「
競
争
入
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
問
総
務
課
・
内
線
２
２
９

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
受
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
室
の

け
付
け
は
中
間
（
追
加
）
申
請
の
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た

め
、
平
成
Ｂ
年
中
に
提
出
し
た
方
は
、
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
の
ご
意
見
．
ご
感
想
、
あ
り
が
と
う

甲
請
書
の
販
売
平
成
畔
年
１
月
巧
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
（
火
）
～
五
日
（
木
）
〈
土
・
日
曜
日
こ
の
意
見
や
感
想
の
要
旨
と
そ
の

を
除
く
〉
、
市
役
所
本
庁
舎
２
階
管
対
応
を
ま
と
め
ま
し
た
。
市
役
所
行

財
課
で
１
部
１
０
０
０
円
（
消
喪
税
政
情
報
資
料
室
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
各

を
含
む
）
図
書
館
、
各
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

申
郵
送
で
１
月
調
日
か
ら
２
月
８
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

日
（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
郵
便
局
－
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
題
字
部
参

（
局
留
珍
へ
照
）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

間
管
財
課
雲
西
３
０
０
０

閲
覧
期
間
廻
月
嘔
日
～
砕
年
１
月

第
１
回
ジ
ャ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
催
し
の
一
つ
と
し

て
行
わ
れ
た
全
日
本
バ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
市
長
賞

を
受
賞
し
た
作
品
を
烏
の
博
物
館

に
、
教
育
長
蛍
を
琴
資
し
た
作
品

を
市
民
会
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

約
２
０
０
点
の
作
品
の
中
か
ら

し
ず
め

我
孫
子
市
長
賞
に
は
、
鎮
目
直
樹

－－－訓

’
全
日
本
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
作
品
を
烏
の
博
物
館
◇
市
民
会
館
に
展
一
季

=~己亨穏峰一 。

‐雪一

▲市長賞作品「オシドリ」

さ
ん
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
の

「
オ
シ
ド
リ
」
が
、
小
・
中
学
生

の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
鑿
園

長
蛍
に
は
、
湖
北
中
学
校
１
年
生

に
よ
る
共
同
作
品
ヨ
ア
ジ
サ
と

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

展
示
期
間
哩
月
聖
日
（
体
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
企
画
調
整
担
当
・

内
線
２
７
３

晦
日
（
各
施
設
の
休
館
日
を
除
く
）

問
都
市
計
画
課
・
内
線
５
９
３

手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根
木
名
川

圏
域
流
域
懇
談
会
の
結
果
を
公
開

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映

し
た
河
川
整
備
計
画
を
策
定
す
る
たれ

め
「
第
１
回
手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根

》
』
た
や

木
名
川
圏
域
流
域
懇
談
会
」
が
ｎ
月

２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
資

料
と
議
事
要
旨
を
公
開
し
ま
す
。

閲
覧
期
間
哩
月
嘔
日
～
１
月
巧
日

（
土
、
日
、
祝
、
年
末
年
始
を
除
く
）
｜

閲
覧
場
所
治
水
課
（
市
役
所
東
別

館
２
階
）

問
千
葉
県
都
市
河
川
課
云
０
４
３

（
２
２
３
）
３
１
５
６

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
暫
互
３
）
面
の
宥
料
鍵
型

は
漏
唇
儒
蠕
坐
の
誤
り
で
玄

、
訂
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▲教育長賞作品「コアジサシ」
L

ー

項 目

介護保険料第7期

固韻鯏都捕画獺3柵
国 皀年金(払込期限）2－8一u

国民1

水道料金

震保険税第7期

納期限
(口座擾替日）

25(火）

25(火）

28(金）

25(火）

25(火）
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市
民
図
書
館
本
館
、
分
館
と
も
年

末
は
幻
日
ま
で
。
年
始
は
６
日
か
ら
。

鳥
の
博
物
館
年
末
は
幻
日
ま
で
。

年
彬
媚
は
５
日
か
ら
。

市
民
体
育
館
年
末
は
幻
日
ま
で
。

年
齢
垢
は
５
日
か
ら
。

湖
北
地
区
公
民
館
年
末
は
幻
日
ま

で
。
年
始
は
４
日
か
ら
。

つ
つ
じ
荘
。
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
末
は
聖
日
ま
で
。
年
始
は
４
日

か
ら
。

市
民
会
館
年
末
は
幻
日
ま
で
。
年

年
末
は
丞
日
ま
で
。
年
始
は
４
日

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

◎
戸
籍
の
届
け
出
（
婚
姻
届
、
出
生

届
、
死
亡
届
等
）
は
、
哩
月
塑
日
か

ら
１
月
３
日
ま
で
の
間
、
市
役
所
本

庁
守
衛
室
で
取
り
扱
い
ま
す
。

◎
自
動
発
行
機

本
庁
正
面
玄
関
内
年
末
は
墾
日
ま

で
。
年
始
は
４
日
か
ら
。

湖
北
地
区
公
民
館
内
年
末
は
幻
日

ま
で
。
年
始
は
８
日
か
ら
。

市
民
プ
ラ
ザ
内
年
末
は
幻
日
ま
で
。

年
始
は
５
日
か
ら
。

市
民
図
書
館
布
佐
分
館
内
年
末
は

幻
日
ま
で
。
年
始
は
６
日
か
ら
。

◎
住
民
票
等
の
共
同
発
行

柏
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
！
・
・
年

末
は
幻
日
ま
で
。
年
始
は
５
日
か
ら
。

柏
市
役
所
。
流
山
市
役
所
。
沼
南
町

役
場
・
・
・
年
末
は
聖
日
ま
で
。
年
始
は

４
日
か
ら
。

市
役
所
（
言
種
申
請
。
届
け
出
）

手
続
き
な
ど
は
お
早
め
に

年
末
年
始
の
業
務
案
内

市
の
主
な
施

I 年
末
年
始
の
業
務
を
ご
案
内
し
ま
す
。
市
役
所
の
窓
口
は
、
也

月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
必
要
書
類
の
申
請
や

各
種
届
け
出
等
は
、
早
め
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

恥
又

一
三
回

始
は
５
日
か
ら
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
年
末
は
聖
日

ま
で
。
年
始
は
４
日
か
ら
。

ふ
れ
あ
い
エ
房
年
末
は
率
日
ま
で
。

年
始
は
５
日
か
ら
。

近
隣
セ
ン
タ
ー
・
市
民
セ
ン
タ
ー

年
末
は
零
日
ま
で
。
年
始
は
５
日

か
ら
。

市
民
プ
ラ
ザ
年
末
は
幻
日
ま
で
。

年
始
は
５
日
か
ら
。

◎
火
葬
場
「
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎

場
」
貧
型
６
６
４
９

年
末
は
訓
日
ま
で
。
年
始
は
４
日

か
ら
。
（
空
日
、
訓
日
、
４
日
は
通

夜
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

＊
休
日
診
療
所

診
療
期
間
廻
月
墾
日
か
ら
１
月
３

日
ま
で

▼表1年末｡年始の二次救急病院(休日｡夜間当番病院） 休
日
診
療
所
。
｜
茨
救
雲
病
院

’
i

診療科目病院 名
所在地。
電話

日

アビコ外科
整形外科病院

内科、外科、
整形外科

我孫子264
TEL(84)7321

29日(土）

内科、外科、
小児科（小
児科は午後
5時まで）’

つくし野131-1
TEL(84)2211

我孫子つくし野病院30日(日）

平和台病院
内科、外科
（外科は午

後5時まで）

布佐834-28
TEL(89)111131日(月）

診
療
科
目
・
時
間
◎
内
科
・
小
児

科
。
：
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
釦
分
、
午

後
１
時
か
ら
４
時
和
分
〈
健
康
診
断

や
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
〉

◎
歯
科
．
・
・
午
前
９
時
か
ら
ｕ
時
鋤
分

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
（
右

図
参
照
）

▼休日診療所案内図 主な公共施設の電話番号

市役所本庁85-1111

水道局84-0111

消防署84弓0119

クリーンセンター87-0015

ふれあい工房86-5500

保健センター87-1131

つつじ荘88-0123

西部福祉センター85-5818

在宅介護支援センター79-1411

教育委員会85-1151

市民体育館87-7555

烏の博物館85-2212

市民図書館本館84-1110

少年センター84-1900

市民会館、84-3311

市民プラザ83-2111

消費生活センター85-0999

Ｇ
Ｉ
Ｉ
‐
，
Ｌ
ｕ
ヴ
ー
戸
■
”
ｄ
ｑ
ａ
ａ
ｍ
Ｊ
ｌ
１
１
伺
制
謀
Ｍ
Ｆ
Ｉ
凸
、

我孫子1851-1
TEL(82)8166 ←我孫子国道356号布佐一我孫子東邦病院 内科、外科1日(祝）

2日(水）

内科、外科、
整形外科
（整形外科

は正午まで）

湖北台4-6-1
TEL(88)3111

我孫子聖仁会病院

１
Ｊ
６
曲
１
Ⅱ
Ｊ
棚
八
列
“
刊
叩
旧
咀
■
Ⅷ
咽
口
旧
画
誼
口
。
■
旧
狙
田
泪
頃
Ｊ
１
川
’
１
例
１
Ⅵ
即
Ⅷ
１
川
川
酬
面
１
咽
、
訓
Ⅲ
Ⅱ
４
１

アビコ外科
整形外科病院

内科、外科、
整形外科

我孫子264
TEL(84)7321

3日(木）

▼表2ごみ．資源の年末。年始収集日程 持
参
健
康
保
険
証
と
診
療
費

問
い
合
わ
せ
休
日
診
療
所
冥
逗

７
０
２
０
（
診
療
時
間
内
に
限
る
）

塗
一
次
救
急
病
院
（
休
日
・
夜
間
当

番
病
院
）
表
１
参
照

診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
翌
朝
午

前
９
時
ま
で
（
な
お
、
診
療
科
目
に

よ
っ
て
は
、
診
療
時
間
が
異
な
り
ま

す
の
で
事
前
に
お
尋
ね
く
だ
さ
ど

持
参
健
康
保
険
証
と
診
療
費

ご
み
。
資
源
の
収
集

ご
み
・
資
源
の
年
末
・
年
始
収
集

日
程
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
・
資
源
を
出
す
と
き
は
収
集

日
程
に
あ
わ
せ
て
正
し
く
分
別
し
て

出
し
ま
し
よ
》
Ｚ

ご
み
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

一
時
的
に
ご
み
が
多
還
に
出
る
場

合
や
、
至
急
に
処
分
し
た
い
場
合
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
分
別

場
所
市
役
所
本
庁
守
衛
室

＊
年
末
：
力
日
ま
で

＊
年
始
．
：
ｍ
日
か
ら

（
毎
週
木
曜
日
午
前
中
の
み
）

市
民
バ
ス

年
末
は
墾
日
ま
で
。
年
始
は
４
日

か
ら
運
行
し
ま
す
。

廻
月
空
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の

間
に
、
蛇
口
や
ト
イ
レ
等
で
漏
水
が

発
生
し
た
場
合
は
、
施
工
し
た
指
定

給
水
装
置
二
事
薯
業
者
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
き
い
。
施
工
事
業
者
が

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
我
孫
子
水
道

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
垂
（
理
）
５
９
９
５
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
ま

で
の
間
で
漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、

水
道
局
冥
壁
０
１
１
１
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
市
で
処

理
で
き
な
い
ご
み
（
畳
、
薬
品
類
、

タ
イ
ヤ
、
消
火
器
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷

蔵
庫
な
ど
）
は
、
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

日
程
表
３
参
照

問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
０
０
１
５

飼
え
な
く
な
っ
た

犬
・
猫
の
引
き
取
り

’ 漏
水
の
連
絡
先

I

▼表3クリーンセンターヘ直接ごみを持ち込む場合
’

Ⅷ
咽
咀
９
１
咽
日
日
咽
刃
■
円
咽
、
岨
■
ロ
咽
旧
旧
和
甸
咽
叩
幻
Ｈ
叩
‐
！
庁
０
４
も

文芸だより
一

一
」び↑

め
一 短歌

山 本 寛 太 選

俳句文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切
りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室

1
君

竹 内旦選ｒ
１
Ⅱ
四
Ｊ
酷
』
川
■
二
■
口
ら
Ｑ
１
．
１
ｈ
Ⅱ
こ
■
０
‘
ｄ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｍ
川
叫
ｄ
■
Ｉ
Ｈ
ｑ
Ｈ
岨
１
日
Ｊ
■
旧
‐
１
０
己
・
■
１
１
勺
１
８
‘
Ｊ
二
１
Ｂ
１
ｐ
６
ｑ
－
ｌ
ｌ
ｑ
Ｊ
’
４
印
●
川
口
‐
●
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
Ⅱ
・
１
１

Ｌ
や
く
じ
上
う

あ
ら
た
ま
に
錫
杖
鳴
ら
し
山
法
師
雪
踏
み
分
け
て
へ
め

ぐ
り
来
に
き

東
海
林
涛
和

こ
の
夏
の
暑
さ
を
耐
え
し
シ
ク
ラ
メ
ン
冬
の
日
あ
び
る

新
芽
い
き
い
き

下
田
文
子

み
す
が
た

久
び
さ
に
癖
尹
開
か
れ
て
天
女
像
小
さ
き
御
姿
布
施
の

み
ど
う御

堂
に
青
木
正
子

あ
す
け
ぢ
お
い
と
も
ら

秋
の
陽
に
紅
葉
も
も
ゆ
る
足
助
路
を
老
に
し
友
等
と
め

づ
る
う
れ
し
さ

石
川
サ
ク
子

な
ま

十
年
の
余
白
を
埋
め
ぬ
や
は
ら
か
き
会
津
説
り
の
友
の

電
話
に
石
河
和
子

楚
楚
と
咲
く
白
き
一
重
の
花
び
ら
の
何
や
ら
寂
し
冬
の

桜
は
海
老
塚
恵
美
子

わ
ら
や
ま
な
み

津
軽
平
野
に
葉
焼
く
煙
立
ち
込
め
て
岩
木
の
山
脈
遠
く

に
か
す
む
奥
理
吏
江

枯
葦
の
擦
れ
合
ふ
音
の
聞
こ
え
き
て
沼
面
吹
き
く
る
風

の
冷
た
き

須
田
博

さ
ん

白
菜
の
燦
と
積
ま
れ
し
品
評
会

短
日
や
頼
ま
れ
も
せ
ぬ
事
き
し
て

士
一
一
夜
簔
塾
冒
霊
し

八
人
瞳
茎
姦
篝
り

退
院
を
喜
ぶ
父
の
小
春
か
な

灯
油
売
り
日
暮
れ
の
町
に
こ
だ
ま
せ
り

銅
識
罹
へ
姥
裡
せ
ん
べ
い
張
り
よ
か
り

山
茶
花
の
見
頃
い
つ
と
は
な
か
り
け
り

十
一
月
の
半
ば
に
、
市
内
各
所
で

黄
色
に
色
づ
い
た
葉
や
、
茶
色
に
熟

し
た
果
実
を
つ
け
た
エ
ノ
キ
を
見
か

け
ま
し
た
。
エ
ノ
キ
は
昔
、
街
道
に

一
里
塚
を
設
け
た
際
、
塚
の
上
に
植

え
ら
れ
た
木
で
、
枝
葉
が
よ
く
茂
る

の
愚
靜
昂
と
な
り
、
ま
蓑

は
木
陰
で
旅
人
が
一
休
み
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

エノキ』

(にれ科） 青
山
陽
子

壁
谷
千
鶴
子

木
下
明
子

小
林
光
江

下
田
文
子

高
橋
茂
子

中
野
武

平
塚
利
雄

曇
臺
葉
壽
．

え
の
き

道
ゆ
く
人
の
宿
ら
ぬ
は
な
し
」

藤
原
為
家

春
は
淡
黄
色
の
細
か
い
花
を
開
き
、

秋
に
は
蕾
の
塞
癖
せ
る
の
で

野
鳥
が
訪
れ
て
実
を
啄
み
ま
す
。

は
も
も
ち

害
が
剛
の
樺
の
実
も
り
喫
む
百
千

ど
り
く
き

烏
千
鳥
は
来
れ
ど
君
ぞ
来
ま
き
い
」

（
万
葉
集
巻
一
六
）

市
内
を
巡
る
と
、
人
家
の
庭
や
寺

社
の
境
内
に
結
構
大
き
な
エ
ノ
キ
が

あ
り
、
ヤ
ド
リ
ギ
の
寄
生
も
見
ら
れ

ま
す
。
我
孫
子
で
は
既
に
見
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
国
蝿
の
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
の
幼
虫
は
、
エ
ノ
キ
の
葉
を

食
べ
て
成
長
し
、
ま
た
、
エ
ノ
キ
の

婆
わ
の
鑿
の
裏
に
し
蛮
つ
い

て
越
冬
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

１
１

一
回
叩用

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

（
フ
ル
セ
ッ
ト
〉
〈
加
藤
窓

（
認
）
７
１
１
２
〉

申
し
込
み
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
き
い
・
な
お
、

コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
申
し
込

み
は
、
電
話
で
商
エ
観
光
課

へ
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

※
取
り
級
呂
窃
は
、
家

具
、
台
所
用
品
、
遜
気
製
品
、

子
ど
も
用
品
、
学
習
器
具
な

ど
、
主
と
し
て
日
用
雑
貨
等

で
す
。
衣
類
、
自
動
車
、
生

き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光

課
・
内
線
３
２
９

不

崖
月１１ 報

人口と世帯数(12月1日現在）や人口129,462人外国人813人心世帯数48,361世帯
b--ｰｰ._ __‐』

厩轆この広報紙は古紙100％再生紙を使用しています

区分

家
庭
ご
み

雑介ごみ
資 源

粗犬ごみ
電話受付

※各地区の収集日にあわせて出してください

月｡木地区

火･金地区

年末

27日休)まで

28日(金)まで

各地区収集日
カレンダー参照

28日(金)まで

年始

4日(金)から

5日(土)から

各地区収集日
カレンダー参照

4日(金)から

日程

12月28日(劃まで
1月4日(金)から

12月29.日(土)。30日

(日)・1月5日(土）

時間

轍蛎撫耀’
午前…8時30分~11時
30分､午後…1時～3時


